
」avaプログラミング I

踊 今日の講盤で学ぷ内容 日:
。画面へのメッセージの表示

・文字や文字列、数値を表現するリテラフレ

・制御コードを表すエスケープシーケンス

ソースコード例

ソースファイル名 :Sample社■.java

2回目 “ようこそ」avaへ "

]:7:瑳こし3よιょζ!

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample2_2.java

class sample2_2

(

public static void main(String[] args)

{

system.out.println("1.printlnoに よる出力 (改行)");
System.out.print("2.printoに よる出力");

system.out.printf("3.printfoに よる出力");
System.out.format(・ 4.formatoによる出力");

}

}

実行画面

1.println oに よる出力 (改行)
2.printoによる出力3.printfoによる出力4.formatoによる出力

〔:二⊂
=ξ =( 

いろいろな出力方法 ID I⊃ ED

.out.println(

ここに出力したい文字列 が画面に表示された後、

systemoout.匹 iギ
t,こ
こに出力したい文字列");

・
1                       ・/プ レ

~レ ジ ●

ここに出力したい文字列 が画面に表示された後、行末に改行が挿入されません

system.out,printf(“ ここに出力したい文字列");

ここに出力したい文字列 が画面に表示された後、
※C言語printf()関数と同じふるまいをします

system.out.format(“ ここに出力したい文字列");

ここに出力したい文字列 が画面に表示された後、
※System.out.printf()と 同じふるまいをします

CII(^_1⊂I 画面出力の基本形 =⊃ う_DI⊃

ソースフアイ

public static void main(string[] args)

Osystem.。 ut.println("

OSyStem.Out.println("
0′ /ヽ、´ヽ ρVヘンヽ /

したい

力したしヽ

//画面に文字列を出力するコー ド

:laSS鯉
public static void lnain(String[]args)

(

system.out,println("よ うこそ」avaへ !“ );
system.out.println(“ 」avaをはじめましょう !");

}

}

実行画面
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コードの内容

窄 讐 ;啓 新 :奎 隷 書茸 [馨 3f誓
誠

[i禾」で1`:::言 ::勇
i/

キーワード classがついた {}(括弧)内をいいます
。コavaのソースコードは少な<とも 1つのクラスから成ります

い 一般にコavaのソ
ースコードは複数のクラスをもちますが、

_

ここでは 1つのクラスをもつ場合を主に解説していきます

鯉ξ翌卜w緞珍瑞記
public static void main(string[]args)で 安台まるプロックです
。〕avaではここからブログラムの処理が始まります

最後に ;(セミコロン)がついた個々の単一の処理や命令です
。ブロックは複数の文をもつことができます
。文は上から下へ順番に実行され

―

行理 の宝下げです
・ソースコードを読みやす<します
。フロック毎にインデントを付けると見やす<なります

ヽ
、
／
ヽ
僕

ィ
メ
彰 舞

・ 文字リテラル

表現する対象に応じて、ooリ テラルと呼ばれます
たとえば、文字リテラル、文字列リテラルなどです

''(シンク・ルクォート)で文字を囲み、一文字を表現します

たとえば、じ
:、
'3'ヽ 'gなどです

""(夕・フ・ルクォート)で文字列をロ
ク
、文字列を表現します

たとえば、0籠114Qんにち|ま3などです

撃ヽt曇弯温3飢苗縫温
というコンパイルエラーになります
一文字は文字列のIIt別な場合と考えることができますので、

文字列リテラルで表現することができます
しかし、文字リテラルは一文字である必要があります

整数をそのまま記述し、整数を表現します

たとえば、そ璽〕(三)などです

実数値をそのまま記述し、実数値を表現します

たと刻よOoOなどです

θ
。文字列リテラル

‐ ′ノ|

ウ
ι(

クラス

ブロック

main()メ ソッド

文

＼いち
|

整数リテラル

。浮動小数点数リテラル

cう嚇

″́
理

あJこの他、空リテラルがありますが、コavaプログラミングⅡで詳し<解説します

。空リテラル        nullを 記述し、空の参照を表現します

―

ソースフアイ

憲ぱT電二塁型二t竺責董董二≧≦二III夏萱亘IIコ
Lc stati void喘奎nlstttngl]argSl

.out.println("小 うこそ」avaへ t

.out.println("」 aVaをはじめましょう !"

文字列、数値などがあります

さい θr
＼

島,このマークの内容は発展的なものです
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class Sample2_

{

public static void main(String[] args)

珈I難1『噂ワ
system.out.println(0.24);
System.out,println(true);

}

}

、、1し

み塑

繰

喫2と

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample2_3.java
:  エスケープシーケンス    ■   ■

¥(円マーク)をつけた2つの文字により表現される一文字です

―

       
―たとえば、OnQ O資0などです

―  ″

聡〕曇ζ元て巣預ζ:こ E悪モコま霞
現であるため、

球ゆ″は①Oど q塑堕』」壼」します
たとえば、System.out.print('Yn。 );で改行が行われます

ぐ
次のような種類があります

エスケープシーケンス

実行画面

Lゃ )← 子ltク 1~卜 しtちと月
0.24

true

表83 表記の機能、または意味

バックスペース

水平タプ

改行

改ページ

復帰

←夕
°
フ・ルクォート自身の表現に用います
←シングルクォート自身の表現に用います
ぐヨーク自身の表現に用います

恥
六
ω
了
」
YⅢ

¥:

¥¥

喩ま看

`,F奪

名夏扉蒙曇雪l文字列を構成する文字として
用いることができ、文字列リテラルに含めることができます

たとえば、"り 9119Y」“です

■3幾黎 穏満 瑞
表現しても問題はありません ~~
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ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample2_4.java

class Sample2_

(

public static void main(String[]args)

{

System.out.println(・ バツクスペースしますYbバックスベースしました
い
);

System.out,println(・ 水平タブいれますYt水平タフいれました");

System.out.println(・ 改行します¥n改行しました");

system.out.println("復帰します¥r復帰しました
い
);

System.out,println("ダブルクォートを表示します")j

system.out.println(`Y“
1);

System.out,println(“ 円マークを表示します・ );
system.out.println('Yy');

}

}

実行画面

バックスペースしまバックスペースしました

水平タフいれます    水平タフいれました
改行します

改行しました

復帰しました

ダブルクォートを表示します

円マークを表示します

Y

1       整数リテラルと進数表現

謝羞示7し憮 猾 ‰ 猾 骰
めに,辟♂ 討

10の 8進数表現

IZ

0～■×米
10の 16進数表現  り

A

OXa歩×
■0の ■0進数表現  lo

”
一ツ

υ～
く

οO,X
〃

90

θ～9

(ク ～

6ハQY
″～
′

ζθ～f/X D記 号4は△文宅でtl」 l文字で欄 です

ツースコード例
ソースファイル名 :Sample2_5.java

class Sarnple2_5

(

public static void main(String[]args)

{

System.out.print(・ 10 ‐> ")j

system.out.print(lo);

System.out.print(", 012 -> ");

System.out.print(012)j

System.out.print(“ , oXa ―> “);
system.out.print(Oxa);

}

}

0で数値を始める → 8進数表現とみなされます

Oxで数値を始める → 16運数表現とみなされます

例えば、System.out.println(OxA);は 10と出力されます

OxAと OXAは同じ整数10を表現します
(8)

上88以外→10違数表現とみなされます _て
:|‐ヂ

例えば、System.out.println(10); |ま loと出力されます

二ヽ〉0・9や Ox4gはエラーとなります
これは8進数の各桁を o～7までを用いて表現するため、
また 16進数の各桁は 0～■5であり、アルファベットで
0～ 9、 a～f(または大文字 A～ Fでもよい)を用いて
表現するためです    ,

ω
ヴ
Ю
日
ヽ

a～f
/⇒
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分

:  :  浮動小数点数リテラルと指数表現

こぶじ警鼻薔」柔三懲皇最総蔦香馨負蚕[:量象裏濃埋           
書きます

たと刻
ン 2`υ

Ⅲ l.2e+2は 1.2x■02を表現します
′゙ ″ノ

ハ″

system.out.printlぃ (■・2e+2);とすると、120.0と出力されます

一

実行画面

10 -> 10, 0■ 2 ‐> ■0, Oxa ‐〉 10

文字列リテラルと他のリテラルとの連絡  l

ぶ彗を馨埜g堀酬紫キずきl濱鯉 罫陶 鰯 蝙染嬰
きます

配 想 りの刻ざ
Qご

τ磋花♪
Ⅲ

l≡
I臨 訥 討

実行画面

9の次は 10

πlま 3.14

Aの小文字は a
t rueの反対は false

1.Oe-2は ■.Ox■o2を表現します
―
   ′´′

system.out.println(■ .Oe‐ 2);とすると、0.01と出力されます

一

D記 号 eは大文字でも小文字でもよいです
■.2e+2と ■.2E+2は同じ実数 120.0を表現します

ソースコード例

ソースフアイル名 :Sample2_6.java

1.2e+2 ‐> ■20.0, 1,Oe-2 -> 0.01

凩
鉤

といいます
います

class Sample2_

{

public static void main(String[]args)

(

system.out.print("■ .2e■2 -> '`);

system.out.print〈 1.2e■ 2);

system.out.print(“ , ■・Oe_2 -> 
°
);

system.out.print(■ .Oe-2);

}

}

実行画面

ソースフアイル名 :Sample2_7.jaVa

class Sample2_

{

public static void main(String[]args)

{

//文字列リテラル“9の次は"と整数リテラル 10を連絡します
system.out.println("9の次は・+10);

//文字列リテラル"■ は"と浮動小数点数リテラル 3.■4を連結します
system.out.printin("π lま“+3.14);

//文字列リテラル"Aの小文字はいと文字リテラルia'を連絡します
System.out.println(“ Aの小文字1ま“キ

ta'〉
;

//文字列リテラル"trueの反対は・と論理1直リテラル falseを連結します
system.out.println("t rueの 反対は"+false);

}

}
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日
= 今
日の講機のまとめ 日

=
・Javaでの画面出力の方法にはいくつかあり、行の最後に改行が挿入される場合とされない

場合があります。

・]avaのコードには、コメント、クラス、インデント、main()メ ソッド、プロック、文とい

う構成要素があります。

・3avaのコード上での文字や文字列、数値はリテラルと呼ばれる決まった形式で表現されま

す。
lA`などの文字リテラル、“]ava"などの文字列リテラル、20などの整数リテラル、20。 5

などの浮動小数点数リテラルがあります。

・エスケープシーケンスは文字リテラルの特別なものであり、Vマークとアルフアベットの 2

文字で表現されます。`Vntは改行、`¥t`はタフを画面に出力します。

・整数リテラルでは16などの 10進数表現のほかに、020などの 8進数表現や Ox10などの
■6進数表現が可能です。

・浮動小数点数リテラルでは通常の120.0のほかに■.2針2のような指数表現が可能です。
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